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＜連絡事項＞

・鈴木　サダ様～膣脱の手術に関しては小坂Drや田名部Drが家族の方に説明するのではく、

　　　　　　　Drから指示を受け看護側で対応することになりました。

　　　　　　　6/1ホルモン剤1A（筋）予定

　　　　　　　目的・・・膣のただれ、ホルモン不足の治療

　　　　　　　次回より月1回施行し、6ヶ月間様子を見ていきます。このままの状態でい

　　　　　　　いかどうかは2～3ヶ月様子をみて膣脱が見られるようであれば手術を含め

　　　　　　　考えるとの事です。

· 吉田　福松様～両下肢・両手背の浮腫増加傾向あり、利尿剤とカリウム補助剤が８日分

　　　　　　　　　処方となっています。　

　　　　　　　　　

＜生活技能回復訓練報告・検討＞

· 鈴木　サダ様～園芸活動や金魚への餌など積極的に行なっています。金魚への餌は、自

　　ら勝手にあげていることあり、スタッフに声をかけてから行なうよう

に伝えています。（1日2回少なめに）

· 田端　玲子様～時折「これはどうすればいいですか」「何をやればいいですか」など確認

　多く聞かれますが、しつこさはなく、了解されています。園芸や書き

物など熱心に取り組まれており、状態の変化に注意して介入していく

必要があります。

· 松田　信夫様～5/25午前のプログラム中スタッフの声に反応して表情硬く部屋から出

てくることあります。他スタッフ介入し、自室に戻られています。

妄想的発言多く聞かれています。トラブルに注意して観察していきま

しょう。

· 河村　勝男様～表情硬く徘徊している事や、声掛けに無反応なことあります。時に、

穏かに笑顔で参加される事もあります。精神状態不安定さみられてい

る為、本人の状態観察しながら参加促していきましょう。

· 高森　清八様～以前スタンプ押しをしていたこともあり、状態を確認し参加促してい

きましょう。

· 中森　みや子様～午前はトイレにこもっていること多いが午後は声がけにて参加する

ことできています。ぼんやりとしていること多い為、声がけし興味

が持てるよう介入していきましょう。

· 連絡

土・日の天気の良い日に、園芸の水やりをお願いします。時間の指定はありません。

わらを持っている方は寄付をお願いします。

＜回想法評価・検討＞

「花グループ」

＊開始前より、全体的にぼんやりされた感じで、質問に対して反応も鈍いです。

病棟日課での疲れなどがないか見ながら進めていきます。

· 河村　勝男様～自発的に着席され、表情穏やかに参加されています。発言の内容はやや

　的外れなことも聞かれています。

· 槇　滋様～問いかけにも「さあどうだかな」「わからないな」と答えることが多く見られ

ます。表情の硬さも見られています。

· 石藤　チセ様～民謡を聞くと「昔はよく踊った」と表情良く踊る仕草をされています。

「星グループ」

＊場所をエレベーター前ホールい変更したがトラブルなく進める事できています。「八戸の自慢」について活発な発言聞かれています。

· 鈴木　サダ様～開始前「今日は何をするの？私退院したいのに」と訴えることありま

したがセッション中は表情良く参加されています。

· 村舘　ミネ様～発言しようとするが他者にそのタイミングをとられ、下を向いている

ことがありましたが、表情良く参加されています。

· 田村　耕一様～ホールの前を行き来され声がけすると自ら参加されています。質問に

対しても的を得た発言聞かれています。

＜受け持ち患者NCP評価・検討＞

· 鳥谷部　國光様～左足が尖足となっている為、他動運動を考えました。

　　　　　　　　　　・足首をゆっくり前屈させ、止まったところでゆっくり元に戻す。

　　　　　　　　　　　膝関節も一緒に曲げ伸ばしをする。

10回2セットを就床前臥床した状態で両足行なっていきましょう。

日中は介助しながら歩行も進めていきましょう。

・浜中　トキエ様～夜間の発熱徐々に回数が減ってきています。日中は下肢の筋力低下を防ぐ為、病室内を介助し歩行させていきましょう。できるだけ排泄もポータブルトイレを使用し、済ませるよう声掛けし誘導して行きましょう。保清の面でも入浴促し頭皮の落屑除去していきましょう。

